
１．令和3年度重点目標

【生涯スポーツの充実】

①   生涯スポーツに取り組む環境の充実

②   スポーツ施設の魅力向上

２．機構と組織
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(令和3年4月1日現在）

○スポーツ推進委員

　　スポーツ基本法第３２条に基づき佐世保市教育委員会から委嘱された非常勤職員であり、地域住民のスポーツ活

　動の指導・助言並びにスポーツ人口の拡大や組織づくりに努め、本市のスポーツ事業に積極的に協力している。

　　また、協議会を結成し、各種研修会の実施により資質の向上に努めるとともに、ニュースポーツ普及講習会等を

　開催し普及に努めている。
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３．スポーツ行事 

(1)佐世保市民体育祭 

昭和 44年に開催された長崎国体 1周年を記念して企画し

た本大会も、今や市民スポーツ最大の行事となっている。 

広く市民にスポーツ・レクリエーションの場を提供する

ことにより、生涯スポーツの振興・競技力の向上を図り、

市民のスポーツ・レクリエーション活動を一層促進し、健

康で明るく、潤いのある市民生活の実現に資することを目

的に開催している。 

平成 24年度から、レクリエーション競技を含め開催して

いる。令和 2 年度は、新型コロナウイルス感染症拡大防止

のため、総合開会式は中止とした。また、「スポーツイベン

トの開催に向けたガイドライン」に基づき役割分担等を定

め実施した。 

令和 2年度実績 

  期 日 令和 2年 10月 11日（日）ほか 

  会 場 佐世保市総合グラウンド陸上競技場ほか 

  種 目 スポーツ部門 22種目、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ部門 2種目 

及び体験の部 

  参加者 計 6,053名（ｽﾎﾟｰﾂ 5,587名、ﾚｸﾘｴｰｼｮﾝ 466名） 

  

 

(2)小柳賞佐世保シティロードレース大会 

本大会は佐世保市出身で戦前の日本陸上競技長距離界に

おいて活躍された、故小柳早見氏の栄誉を称える大会とし

て県内外から多くの参加者を集め開催している。 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症拡大防止のため

中止した。 

令和 2年度予定 

期 日 令和 3年 1月 10日（日） 

  会 場 佐世保市総合グラウンド陸上競技場 

及びその周辺 

  種 目 一般、高校生、中学生、小学生、ファミリー 

 

 

 

 
４．総合型地域スポーツクラブの支援 

（総合型地域スポーツクラブとは） 

生涯スポーツ社会の実現を掲げ、1995 年より文部科学省

が実施するスポーツ振興施策の 1 つで、子どもから高齢者

まで（多世代）、様々なスポーツを愛好する人々が（多種目）、

初心者からトップレベルまでそれぞれの志向・レベルに合

わせて参加できる（多志向）という特徴を持つ、地域住民

により自主的・主体的に運営される地域密着型のスポーツ

クラブである。 

 

（総合型地域スポーツクラブを必要とする社会背景） 

今、子どもたちを取り巻くスポーツ環境が大きく変化し

ており、子どもたちの体力、運動能力の低下、スポーツと

の関わり方の二極化傾向、クラブ活動の危機などが問題視

されている。さらに、社会環境の変化による、家庭・学校・

地域の連携強化も大きな課題である。また、社会全般の傾

向として、高齢社会の進展、余暇時間の増大も、この総合

型地域スポーツクラブを計画するきっかけになっている。 

 

（総合型地域スポーツクラブと今までの違い） 

同一世代だけでなく、地域の誰もが気軽に参加でき、全

ての世代が参加できる多世代型であること。単一種目でな

く、様々な種目の中から好きな種目を自由に選択できる、

多種目型であること。必ずしも競技のためのスポーツだけ

でなく、それぞれのレベルに応じた指導プログラムが選べ

ることなどがある。 

 

（総合型地域スポーツクラブがもたらす効果） 

成人の週 1 回以上のスポーツ実施率が上がり、それが健

康水準の改善（ひいては医療費の軽減）につながる。スポ

ーツを楽しむ豊かな暮らしの実現、青少年の健全育成、高

齢者の生きがいづくり、地域教育力の回復、世代間交流の

促進、クラブ活動の活性化などが期待されている。 

 

（佐世保市における総合型地域スポーツクラブ） 

本市では、『いつでも・どこでも・だれでも・いつまでも』

参加できる総合型地域スポーツクラブが平成 16年 4月以降

各地域で設立され、現在 8 つのクラブが活動している。ま

た、各クラブとの交流・連絡調整を行い、安定した経営、

強化に向けた支援を行っている。 

 

（令和 2年度総合型地域スポーツクラブ「新しい生活様式」

による活動支援補助金） 

令和 2 年度は新型コロナウイルス感染症緊急事態宣言に

伴う外出自粛要請や公共施設の休業等により、活動休止を

やむなくされた総合型地域スポーツクラブに対し、「新しい 

http://ja.wikipedia.org/wiki/%E7%94%9F%E6%B6%AF%E3%82%B9%E3%83%9D%E3%83%BC%E3%83%84
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生活様式」を取り入れつつ、クラブの活動を維持し安定的

な運営に繋げること及び会員数回復を支援することを目的

として、補助金を交付した。 

 

（令和 3年 2月現在）  

 クラブ名 会員数 

1 
相浦・日野総合スポーツクラブ（相浦・

日野地区総合スポーツクラブ） 
95名 

2 
ＮＰＯ法人ウィルドゥ(中央地区総合型

地域スポーツクラブ)  
888名 

3 
レゾナンスクラブ(日宇地区総合型地域

スポーツ・文化クラブ) 
136名 

4 
NPO 法人やまんた倶楽部(総合型地域スポ

ーツクラブ) 
293名 

5 
スマイル江迎スポーツクラブ(江迎地区

総合型地域スポーツクラブ) 
104名 

6 
NPO 法人スポーツクラブしかまち(鹿町地

区総合型地域スポーツクラブ) 
125名 

7 
スポーツクラブなぎさ(佐世保西地区総

合型地域スポーツクラブ) 
 28名 

8 
東部スポーツクラブきずな(東部地区総

合型地域スポーツクラブ) 
126名 

          計 1,795名 

 

５．施設関係 

〔各施設整備の経過〕 

（１）総合グラウンド 

○昭和41年度から、昭和44年の長崎国体の開催にあわせて

建設が始められた。昭和43年に50m公認競泳プールと庭球

場が完成、昭和44年の夏季国体の主会場となった。翌昭

和45年6月には徒渉池(子供プール)が完成、市民スポーツ

の拠点となった。 

○昭和56年までに、陸上競技場・運動広場、アーチェリー

競技場を年次計画によって整備を行った。 

○平成2年3月に、庭球場7面に夜間照明施設を整備。 

○平成6年度からプール周辺整備を行い、平成9年度にウォ

ータースライダーを新設。平成10年度から供用開始した。

また、平成10年度には管理棟の増改築を行った。 

○平成 10 年度に庭球場 14 面のうち 7 面を砂入り人工芝コ

ートに改修、平成 11年度には残る 7面も同じく砂入り人工

芝に改修。かねてからの要望にあわせナイター整備をそな

えた砂入り人工芝 2面を増設した。 

○平成11年度に、陸上競技場において、競技の高度化に対

応するため写真判定装置を導入した。 

○平成12年度に、プールタッチ板新システムを導入した。 

 

 ○平成13年度に、老朽化に伴う、25m、50m プールの公認継

続対応のプール改修を行った。 

○平成14年6月に、全天候型陸上競技場が完成。同年7月供

用を開始した。 

○平成16年度に、アーチェリー競技場を全面改修し、7的か

ら14的に増設を行った。 

○平成17年度に、庭球場にスタンドを設置した。 

○平成20・21年度に、プール徒渉池改修を行った。 

○平成22年度に、陸上競技場全天候舗装改修を行った。 

○平成23年4月1日付で、㈶佐世保市体育協会所有の陸上競

技場メインスタンド、体育館、野球場が、本市へ寄附さ

れた。 

○平成23・24年度に、庭球場の全面改修を行った。 

○平成24年度に、野球場に電光スコアボードを設置した。 

○平成25年度に、野球場のメインスタンド及び平成26年度

に１塁側スタンドの改修を行った。 

○平成26年度に、陸上競技場のトイレを多目的トイレ等に

改修及びプールのウォータースライダーの濾過機の交換

を行った。 

○平成27年度に、野球場の３塁側スタンド及び陸上競技場

の100ｍ走路の改修、並びに体育館の耐震補強を行った。 

○平成28年度に、野球場の照明塔及び陸上競技場の槍投助

走路部分の改修を行った。 

○平成30年度に、プールのパーゴラの改修を行った。 

○令和元年度に、陸上競技場のインフィールドの芝生を張

り替え地面の高さを調整した。 

〇令和2年度に、陸上競技場の走路、助走路及びＡ・Ｂゾー

ンの全天候舗装の改修を行った。 

 

（２）体育文化館 

○昭和54年度から、市民グラウンドの名称で親しまれた市

営球場の跡地に、体育スポーツ・集会・文化活動等、多

目的利用の施設として、防衛施設庁の補助事業を受け、4

か年の継続事業で建設された。 

○昭和58年4月、佐世保市体育文化館と命名、体育館・ホー

ル・駐車場と複合機能をかねそなえた施設として供用を

開始した。 

○完成を記念したこけら落としの事業として市制施行80周

年の記念事業、実業団女子対ユニチカの試合を開催した。 

○平成13・14年度に、外壁補修等改修を行った。 

○平成15・16年度に、空調機器関連改修を行った。 

○平成21～23年度に、冷温水発生機改修を行った。 

○平成24年度に、耐震補強工事及び非常用発電機改修を行

った。 

○平成29年度に、トイレの洋式化及びバリアフリー設備の

充実並びにコミュニティセンターの昇降機の改修を行っ

た。 



○令和元年度に、大体育室、コミュニティセンターホール

及びその間の屋根の改修を行った。 

 

（３）温水プール 

○昭和61年9月に建設に着手し、昭和62年3月に竣工。昭和

62年4月から供用を開始した。 

○平成17年度に天井・内壁・循環ろ過装置改修を行った。 

○平成18年度に、プールサイド床張替を行った。 

○平成20・21年度に、空調設備等改修を行った。 

○平成28年度に、外壁及びプール室の屋根の改修を行った。 

○平成30年度に、プール室の天井及び照明・温水システム・

事務室等の屋根の改修を行った。 

 

（４）学校運動場照明施設 

○福石中学校・早岐中学校・春日小学校に、年次計画によ

って整備を行った。 

○平成11年6月には、清水中学校の施設を県から移譲を受け

供用を開始した。 

○平成22年3月31日江迎町編入に伴い、江迎小学校の照明施

設が佐世保市学校運動場照明施設となる。 

 

（５）東部スポーツ広場 

○昭和63年に、防衛施設庁の補助事業を受けて建設に着手、

平成6年3月に竣工した。 

○平成6年4月から、ソフトボール場（夜間照明付）2面、ゲ

ートボール場を供用開始。 

○平成6年10月から、ラグビー・サッカー場を供用開始。 

○平成26年4月から、体育館を供用開始。 

○平成29年度に、ソフトボール場内野の表土の更新を行っ

た。 

 

（６）北部ふれあいスポーツ広場 

○平成6年度に、建設に着手、平成9年3月竣工。 

○平成9年4月から、多目的運動広場（夜間照明付）ソフト

ボールで2面の広さ、全天候型テニスコート2面、ゲート

ボール場2面を供用開始。 

  

（７）吉井地区及び世知原地区体育施設 

○平成17年4月1日吉井町・世知原町編入に伴い、佐世保市

体育施設となる。 

○平成17年度に、吉井北部運動広場にﾍﾞﾝﾁを設置した。 

○平成23年度に、吉井テニスコートを砂入り人工芝コート

に全面（6面）改修した。 

○平成23・24年度に、吉井野球場の大規模改修を行った。 

○平成25年度に、吉井野球場に倉庫を設置した。 

○平成26年度に、吉井野球場のファールグラウンドの芝張

り及び世知原運動広場の照明塔の改修を行った。 

〇令和 2年度に、世知原野球場の管理棟の解体を行った。 

 

（８）宇久地区及び小佐々地区体育施設 

○平成18年3月31日宇久町・小佐々町編入に伴い、佐世保市

体育施設となる。 

○平成25年度に、小佐々スポーツセンター体育館の床改修

を行った。 

◯令和2年度に、エビスが丘中央公園に屋外照明設備を設置

し、供用を開始した。 

 

（９）江迎地区及び鹿町地区体育施設 

○平成22年3月31日江迎町・鹿町町編入に伴い、佐世保市体

育施設となる。 

○平成22年度に、鹿町体育館の外壁・床等改修を行った。 

○平成24年度に、千鳥越野球場の大規模改修を行った。 

○平成26年度に、江迎中央体育館の屋上防水改修を行った。 

○平成30年度に、千鳥越野球場右翼側駐車場の整備を行っ

た。 

 

６．関連団体 

（１）公益財団法人佐世保市スポーツ協会 

長崎がんばらんば国体(平成26年開催)に向けた選手強化

や今後の体育施設の更なる運営強化を目指して、平成 22年

4月 1日、佐世保市体育協会と㈶佐世保市体育振興会が統合

し、新たに㈶佐世保市体育協会が発足した。その後、平成

24 年 4 月 1 日に財団法人から公益財団法人へ移行し、令和

3年 4月 1日に公益財団法人佐世保市スポーツ協会へ名称を

変更した。 

旧佐世保市体育協会は、昭和 21年、本市のスポーツ愛好

家が設立したもので、当初の加盟団体数は 10団体に過ぎな

かったものが、34競技団体（令和 3年 4月 1日現在）と発

展し、生涯スポーツの振興と競技力の向上を図るとともに、

青少年のスポーツ活動の推進に努めてきた。 

㈶佐世保市体育振興会は、「佐世保市に協力して各種のス

ポーツ関係事業を企画実施することにより、市民体育の向

上を図り、もって、社会体育の発展に寄与すること」を目

的に昭和 46年に設立され、体育施設の管理運営、各種スポ

ーツ教室の開催を行ってきた。 

この両団体が統合することで、市民体育祭をはじめ、市

中学校体育大会への協力、県民体育大会への派遣、各種大

会の実施運営等、スポーツの普及振興に関するソフト事業

の企画及び実施に加え、体育施設の運営及び整備というハ

ード事業も兼ね備えた、これまで以上に市民の体力向上及

び競技力向上に大いに貢献できる団体として、さらなる発

展を目指している。 

 



なお、同財団が財産として有していた佐世保野球場、総

合グラウンド体育館、陸上競技場メインスタンドは平成 23

年 4月 1日付で、本市へ寄附された。 

 

（２）スポーツ少年団 

「スポーツを通じて青少年のからだとこころを育てる組

織を地域社会の中に」との願いのもと、昭和 40年に設立さ

れた。本市では現在 17 団体（複合０団・単一 17 団）を有

しており、ボランティア活動、市民体育祭総合開会式の参

加、スポーツ少年団表彰、交流会等を通し、青少年の健全

育成に寄与している。 

令和 2 年度は新型コロナウイル感染症拡大防止のため、

スポーツ少年団表彰・交流会、サマースポーツ交流会、指

導者研修会等は中止した。 

 

（３）佐世保市スポーツ推進委員協議会 

委員相互の連絡を密にし、その活動の活性化を図ること

を目的に昭和 46 年に設立された。現在 42 名の委員が加入

しており、ニュースポーツの普及を始め、各種行事におい

て運営に協力し、本市のスポーツの推進に寄与している。 

  

 


